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要旨 W.Herschelは肉眼星の光度比較を行いαHerの変光を発見した。 彼の残した記録

を約 200 年経過した現在のカタログと比較すれば光度の経年変化を検出できるかもしれな

いとの考えの下に調査を行った。 

 

W.Herschelの記録 

1796年、Philosophical Transactions に「On the Method of observing the Changes 

That happen to the fixed Stars; with some Remarks on the Light of our Sun」との 

論文を発表し、それに「First Catalogue of the Comparative Brightness of the Stars」を 

付記した。 以後 1799年の間 Fourth Catalogue まで発表された。（37星座、1939星） 

 

1796年（Read Feb.25） 9星座 559星  

Aqr 108, Aql 71, Cap 51, Cyg 81, Del 18, Equ 69, Her 113, Peg 89, Sge18   

1796年（Read Jun.9） 9星座 491星 

Ari 66, CMa31, CMi 14, Cas 55, Cet 97, Crv 9, Eri 69, Gem 85, Leo 95 

1797年（Read May 18） 10星座 399星 

And 66, Boo 54, Cnc 8 3, Cen 5, Cep 35, CrB 21, Lac 16, Lep 19, Nav 22, Ori 78 

1799年（Read Feb.24）9星座 490星  

Aur 66, Dra 80, Lyn 45, Lyr 21, Mon 31, Per 59, Sex 41, Tau 141, Tri 16 

 

原稿のまま残されていた残りの２星表は渡英したHarvard天文台長 E.C.Pickering 

により 1883 年 Slough の Herschel 旧居にて発見され急遽書き写されアメリカにもたらさ

れた。Pickeringはこれを天文台年報に公表した。彼の調査によれば、Herschelの目測の 

・は 0.06等差、 ，は 0.23等差、_ は 0.38等差 に相当した。 この間の事情は 

Furnessの著書に詳しい。筆者はこれを知らずに調査して、それぞれ 0.1,  0.2  0,5 等差

と発表したことがある。 

これらの記号の意味はHerschelの原報に記されているのでコピーした。光階法の原型と 

言えよう。 

  

現代星表との比較 

現代の星表として Yale大学の輝星カタログを用いた。 Herschelのカタログは相対比較 



なので現代の光度を使い逆転の有無を検証した。 一例として、いるか座の場合を示す。 

Yaleのカタログにはスペクトル型も詳しいが、ここでは主分類のみを示した。 いるか座 

を選んだのは銀河に近く、スペクトル型も多様であり、星座区域も狭く目視で比較が行い

やすい（従って精度が高い）と思われるからである。 

 

Fl.No. Bayer Fl.Mag VMag    Spec Herschel Comp. Remarks 

1         6   608 VR？  A  8,1,10              572,608,599 ○   

  2     ε   3   403        B 12,2,11              387,403,443 

  3     η     6   538       A  5.3                543.538,572     ○  

  4     ζ     5   468 VR?    A  11-4.7             443-468.505- 

  5     ι     6   543         A  7,5.3              505,543.538         ○ 

  6     β     3   363        F  6,9                363,377 

  7     κ     6   505      G +K 4.7,5              468.505,543  

  8     θ     6   572        K  3,8,1              538,572,608 

  9     α     3   377        B  6,9.12             363,377.387 

 10            6   599        K  1,10               608,599 ○ 

 11     δ   3.4  443VR    A  2,11-4               403,443-468 

 12*    γ     3   (387)     F+K 9.12,2              377.387,403 

13            5   558        A  1 3-14  1Equ-13    558-633  523-558 

14            6   633        A  13-14              558-633 

15            6   598        F  18,15              548,598 

16            6   558        A  17,16,18           517,558,548     ○ 

17            6   517 VR?    K  17,16              517,558  

18           6   548        G  16,18,15           558,548,598     ○ 

*γ１ Mag.5.14 Spec.F, γ２ Mag4.27 Spec.K  Synthetic Mag. 3.87 

 

上記の表の Remark 欄に○をつけた星は比較星の現在の光度との逆転が見られる。 

この試みをHerschelの全記録について行えば光度の経年変化検出の可能性もあろう。 
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あとがき 

この調査は、藤原智子氏等の多年にわたるご研究に触発されて行ったものである。 

氏の最近の報告で、57 Peg が長期にわたり増光している可能性を発表された。 

W.Herschelの表から 57 Peg関連部分を取り出して現代星表との比較を試みると 

下記のようになる。 

 

 Fl.No. Bayer Fl.Mag VMag     Spec HerschelComp.                Remarks 

   55    l     5     4.52      M    55,59        452,516 

   57    m    6     5.12      M+A  58,57        539,512          ○ 

   58    n    6     5.39      B     59,58,57     516,539,512       ○ 

   59    p    6.5    5.16      A     55,59,58     452,516,539 

57 Pegは Yale星表では V光度 5.12等であるが、変光範囲 4.95~5.23等 SRa型 

GZ Pegと登録されている。最も暗い時としても現代の V光度 5.39等の 58 Peg 

の方が 57 Pegより明るいとの Herschelの観測は藤原氏の報告を支持している。 

ただ筆者には光度等級の定義が混乱しているように思える。特に少数点以下 2桁の 

数字は測定の整約方法によりかなり変動するのではなかろうか。 

また観測したデータを基にした調査と異なり文献調査では文献の見落としが致命的な 

欠陥となる可能性がある。Herschelの母国イギリスの BAA、あるいはアメリカの 

AAVSOなどの多年にわたり蓄積された文献調査の必要性を痛感している。 

藤原氏らも言及していない E.B.Knobelの ALMAGESTの詳しい研究などを参照文献 

の追加としてあげておく。 
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